
第２分科会－６                       テーマ 地域をつなぐネットワーク 

 

医療と福祉の連携 

―障害者への診療対応および診療支援に関するアンケート報告 砧エリアでの取り組みから― 

 砧エリア自立支援協議会  

野村 一恵、紀伊 良彦、田中 正則、浅見 由希、中根 順子  

 （障害児者 医療と福祉） 

 

１．目的 

世田谷区自立支援協議会は、地域で誰もがその人らしい暮らしを継続することができるように活動し

ています。いくつかある目的の中に「地域の課題や問題を解決していくこと」「そのためのネットワーク

づくりの構築」があり、同協議会は世田谷、北沢、玉川、烏山、砧の 5 つのエリアに分かれています。 

私たち砧エリア自立支援協議会では、「住み慣れた地域で適切な医療が受けられる社会の実現」を目

標のひとつとして活動しています。平成 29年度より「医療と福祉の連携」を活動テーマにし、医療機関

や障害当事者・家族が何に困っているのか、そして福祉従事者が、その困りごとに対して何ができるの

かを探り、実践していくことを目的として、アンケートを 3回にわたり実施しました。 

 

２．実践内容 

(１)平成 29 年度 第 1回アンケート （配布 49 部 回答 25 部） 

■テーマ：医療と事業所の連携      

■対 象：砧エリア内 障害者関係の事業所 

■結 果：成人になっても小児専門病院に通院している利用者がいる 

近隣のクリニックを探したが通院が難しかった利用者がいる など 

■医師へのインタビュー（国立成育医療研究センター医師 地域のクリニック医師） 

・小児専門病院では成人期の疾患を診ることができない 

→※適切な医療を受けるために成人期移行が必要である 

・成人期移行について様々な職種の人が携わる枠組みが必要、医師任せにしてはいけない 

→※障害者が受診をするときに本人も医師も安心できる環境を設定することが必要 

(＊成人期移行とは…小児専門病院を受診中の障害者が成人前にスムーズに適切な診療科へ移行すること) 

 

（２）平成 30年度 第 2回アンケート （配布 752 部 回答 422 部） 

■テーマ：医療機関受診時の困りごと・医療の成人期移行・福祉と医療の連携 

■対 象：砧エリア内 障害当事者やご家族 

■結  果：障害特性を踏まえた医療を提供できる医療機関が見つからず困っている 

そもそも医療と福祉の連携が十分とれていないため、イメージが持てない など 

→※本人に合った医療を受けるためには、医療と福祉の連携を実現していくことが必要 

 

（３）令和元年度 第 3回アンケート （配布 125 部 回答 65 部） 

  ■テーマ：クリニックが障害者診療での難しさ・困りごと・工夫していること 

    ■対 象：砧エリア内  クリニックの医師 
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    ■結 果：障害者の診療経験については 97％の医師が「経験がある」と回答 

診察する上での困りごとは、コミュニケーションに関することが約半数であった 

他の病院で処方された内服薬がわからない・初診に時間がかかる  

同行者をつけてもらいたい、事前に情報を提供してもらいたい など 

 

３．結果 

特に、「令和元年度 第 3回アンケート」結果から、下記の課題が抽出されました。 

・当事者とのコミュニケーション 

・当事者の基本情報(障害特性や診療情報など)の提供 

・建築物のバリアフリー改修工事に対する助成金制度の情報提供       

・障害年金や障害支援区分の意見書の書き方について 

・検査が難しい方への対応 

 

４．考察と今後の課題 

これらの活動を報告書にまとめ、今後に活用できるよう参考 

フォーマットも作成しました。「住み慣れた地域で適切な医療が 

受けられる社会の実現」のため、障害当事者とその家族・医療機関・ 

福祉従事者、それぞれの「医療と福祉の連携」が深まるよう、砧エリ 

ア自立支援協議会として今後も取り組んでいければと考えています。 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

＜助言者コメント＞ 川上 富雄（駒澤大学文学部社会学科社会福祉学専攻教授） 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

障害者自立支援法に基づき市区町村に設置される自立支援協議会は、障害福祉関係者だけでなく保健

医療・教育・就労企業など広範な関係者が集まり、個別支援会議等から把握される諸課題を共有し、そ

の課題解決に向けて地域のサービス基盤整備を進めていく役割を担っています。単なる協議機関として

ではなく、協議会に参画する諸団体・組織が課題解決に向けて協働行動を起こすことが期待されていま

す。 

「住み慣れた地域で適切な医療が受けられる社会の実現」という目標を掲げる砧エリア自立支援協議

会が、その目標実現のために、平成 29 年度から実施してきた実態把握調査結果から、障害者の医療ア

クセスには様々な困難・障壁があることが浮き彫りになりました。特に、医療機関への調査から、「診療

を待てない」「注射や処置ができない」「採血や検査ができない」「指示や説明が伝わらない」「コミュニ

ケーションが取れない」といった困難が上がってきました。これらの課題に対して、医療機関は個別的

に様々な工夫対応をしていることもわかりました。 

医療機関から挙げられた「（通院時に）同行者を付けてもらいたい」「事前に情報をもらいたい」「診療

報酬上の加算が欲しい」などの要望への対応が今後の自立支援協議会の取り組みとなりますが、すでに、

環境改善のための助成金情報の提供、障害年金受給のための診断書作成例は日本年金機構ホームページ

に記入例情報があることを周知するなど、課題解決に向けて取り組める部分から動き始めており、障害

者の医療アクセスの改善・向上に向けて協働行動に取り組んでおられます。今後、さらなる課題解決に

取り組み、世田谷区の障害者福祉の充実を推し進めていただきますよう期待しています。 

発表者：田中(砧工房) 
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